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ネオニコチノイド系農薬もPFASも子供たちの
健康障害を引き起こす大きな脅威！

        
      
      

             
            

           

         

       

        
       

       

       

      

   

                  

                    

   

           
         

   

PFASの健康リスク

腎臓がん

脂質異常症

胎児・乳児の発育低下

抗体反応の低下



ネオニコチノイド系農薬供給量増加と特別支援学級
児童生徒数（半数は発達障害児）増加は正の相関！
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ネオニコチノイド系農薬への胎児期暴露が、発達障害の発症・増加に関与！？



原水・水道に含まれるネオニコチノイド系
農薬成分、このまま放置して良いの！

〇市当局は、国の基準を大幅に下回っており、「水質汚染はない」との認識！

対策を取らずにこのまま放置という事ですか！

〇県は、健康影響がはっきりしない段階で、市民の安全と安心の為、約45万の

県民への水道水を供給する北谷浄水場に於いてPFAS除去のため、１６億円を

かけ高機能活性炭処理設備を導入し、効果を上げている。

〇宮古島市では、毎年投与され続けるネオニコチノイド系農薬が、地下水に

浸透し今後も増え続ける可能性が高い。しかも年間ネオニコチノイド系農薬

供給量と特別支援学級児童生徒数急増は相関しており、発達障害などの健康

影響が、既に出現している可能性が高い。このまま、放置して良いのですか？



NO!!

子や孫そしてひ孫たちへの健康影響を
防ぐ為に、高度浄水処理が必要！
その切り札が活性炭浄化処理！



活性炭と活性炭処理

無機物



活性炭による高度浄水処理の種類と特徴
種類 浄水処理フロー 特徴

粉末活性炭
処理方式

通常の浄水処理の前段で粉末活
性炭処理を行う

臭気物質やトリハロメタン前駆物質の除去に有効。
施設内のコストは抑えられるが、１回使用ごとに廃棄処分が
必要でランニングコストがかさむ。
多量の注入が必要な場合は、後段の濾過池から漏洩する可能
性がある。

粒状活性炭
処理方式

通常の浄水処理に後段で粒状活
性炭処理（主に活性炭の吸着
作用を利用）を行う

異臭味、色度、有機物等通常の浄化処理では除去しにくい
物質を活性炭の吸着能によって除去。
活性炭への負荷が大きくなり活性炭の寿命は、相対的に短い。
原水水質が比較的良好な浄水場で、導入されることが多い。
従来の浄水処理フローの後段に活性炭接触池の設置で済み
建設コストは比較的安価。

生物活性炭
処理方式

通常の浄水処理の間で粒状活性
炭処理（活性炭層内の微生物に
よる有機物等の分解作用と活性
炭の吸着作用を利用）

塩素を注入しない事から、層内に繁殖する微生物の分解やア
ンモニアの硝化作用及び活性炭の吸着作用があり、吸着の
持続効果が期待できるが、活性炭の寿命は相対的に短くなる。
主な追加施設は活性炭接触池のみで比較的安価であるが、
連結管や中間ポンプの設置等既存施設の改造が必要となる。



東京都の生物活性炭吸着処理



阪神水道企業団でのオゾンと粒状活性炭処理を
取り入れた高度浄水処理



粉末活性炭浄化処理



沖縄県北谷浄水場の高機能粒状活性炭
処理による高度浄水処理



宮古島市
浄水場
処理フロー
緩速濾過池
と硬度低減
化施設が
特徴



原水に含まれるネオニコチノイド系農薬成分は
活性炭処理で除去可能！

１．飲料水の水質リスク管理に関する総合研究（１）

ネオニコチノイド系農薬は塩素との反応性が低く、塩素処理では除去
できないが、活性炭処理ではいずれも良好に除去される。粉末活性炭
注入率が大きくなるにつれて除去率は高くなる。

２．要検討農薬及びその他の農薬類の高度浄水処理性（２）

ネオニコチノイド系農薬のニテンピラムを除く６種類は、オゾン処理
でほとんど分解されなかった。粒状活性炭処理実験では、要検討農薬
及びその他の農薬に分類されるネオニコチノイド系農薬は全て除去可
能であった（大阪市柴島浄水場）。



３．ネオニコチノイド系農薬の水環境中における存在実態と

浄水処理性評価（３）：鶴見川流域

イミダクロプリド、アセタミプリドの塩素処理性は非常に低いが、粉末
活性炭処理により処理時間１２０分で、９６％、９８％が
良好に処理された。原水で検出された最大濃度420ng/Lレベルの
ネオニコチノイドが存在した場合、粉末活性炭処理によりほぼ除去可能。



４．水の安全を科学する（４）
ネオニコチノイド系農薬の浄水処理性：

凝集・沈殿処理では、ほとんど除去されない



ネオニコチノイド系農薬の浄水処理性： 塩素処理

塩素処理ではNIT以外の除去は期待できない！



ネオニコチノイド系農薬の浄水処理性 活性炭処理

ジノテフラン３０％を除く殆どが60～８０％の除去率
クロチアニジン７５％の除去率



我が国の高度浄水処理の現状（厚生労働省）（５）

高度浄水処理導入施設は２３３か所 活性炭処理導入施設は１７９か所



沖縄県企業局によるPFAS対策
１．PFOS等吸着に適した活性炭の調査

令和2年度： 粒状活性炭処理における有機フッ素化合物の除去性能評価（Ⅱ）

直接注入法による有機フッ素化合物の一斉分析方法の検討及び妥当性評価

令和3年度：直接注入法における長鎖有機フッ素化合物の前処理方法の検討

２．粒状活性炭の取替（防衛省補助）

沖縄県企業局による、有機フッ素化合物ぼ除去に特化した北谷浄水場の設備改良事業総工費１６億円。

３分の２（約１０億６千万円）は防衛省の補助金で賄い、残りは水道料金を財源とする県企業局の

予算から捻出する。設備改良事業は２０１９～２３年度の５年計画。高機能の粒状活性炭吸着池

（吸着池）を設計した上で、現行の吸着池１６池を、毎年４池ずつ最新のものへと取り換えていく。

初期投資額は増えるが、高機能化により交換頻度が抑えられるため、長期的には費用削減が期待

できる。PＦＡＳの値を低減させる対策として、活性炭の入れ替えを８年に１回としていたが、

昨年度から４年に１回へ変更。



高機能活性炭処理により浄水から検出されるＰＦＡＳの
値が、１リットル当たり１ナノグラム未満まで低減

日本の水道水質暫定基準値は、PFOS＋PFOA５０ ng/L未満
EPA（米国）の基準は PFOS＋PFOA４ng/L未満

高機能粒状活性炭
処理により

ネオニコチノイド
系農薬成分除去も
十分期待が持て
る！



高機能粒状活性炭処理設備費用について

１．約45万の県民への水道水を供給する北谷浄水場での

PFAS除去のための高機能活性炭処理設備導入総工費約16

億円単純に人口比で比較すると宮古島市市民５万６千人で

８分の１の規模となり、約２億円と推定される。

２．水道事業の費用体効果分析マニュアル（６）によれば

対象人口２０万人での活性炭処理施設（耐用年数４０年）

事業費は、２４億9,800万円と推計。ちなみに宮古島の浄水

処理では、宮古島市の人口規模に当てはめると約6億8千万円



子供たちの健康影響と費用対効果を重視

宮古島市は、袖山浄水場の硬度低減化施設の機器を更新し、２０２４年度までに
順次入れ替え、事業費は22億６５００万円。従来、原水の硬度はカルシウム、マ
グネシウムの含量が多く国の水質基準300mg/Lに迫っていました。市販されている
フランス産ミネラルウォーター“エビアン”と同程度です。国が定める「おいし
い水」の硬度要件は、10～１００mg/Lです。全国の大部分が、硬度100以下の軟水
で、味に勝るとされています。しかし味覚には個人差があります。やかんなどに
石灰が付着したり、お茶やコーヒーがおいしくないとの苦情があるが、硬水も軟
水も普通に飲んでいれば、硬度差による健康影響はありません。水道水からのネ
オニコチノイド系農薬成分慢性暴露は、発達障害等の健康影響が懸念されていま
す。宮古島市では既に発達障害が急増している可能性があります。

硬度低減よりも農薬やPFAS等の環境化学物質や鉛などの
重金属除去の為の高機能活性炭処理の方が子供たちへの

健康影響を少しでも少なくする観点から、はるかに優先度
が高く、長期的コストパフォーマンスも高い！！



予防原則に則り子供達への健康影響を最小化する為、
PFAS除去対策と同等のネオニコチノイド系等農薬等の
浄水処理による除去対策を！
県企業局によればPFOS はヒトにおける生殖影響や曝露後の急性毒性
等に関するデータはほとんどなく、ヒトの疫学データから発がん性が
あるとのデータは得られていません。PFOAも同様です。それにも拘ら
ず、県は、県民の安全・安心の為、予防原則に則り、費用負担が多く
ても県民の安全・安心の為原水からの高機能活性体処理による高度浄
水処理を実施しています。

宮古島市の原水・浄水中のネオニコチノイド系等化学農薬複合汚染は、
国や県の推進する農業施策の負の遺産です。これらの成分への慢性暴
露による発達障害等の健康影響が懸念されています。宮古島市では既
に発達障害が急増している可能性があります。市民の水道水に対する
安全・安心を保障し子供達への健康影響を少しでも少なくするため、
宮古島市は県に対し、高機能活性炭浄水処理等高度浄水処理施設整備
への助言や費用の補助の要請を早急に行うべきです。



子や孫そしてひ孫たちへの健康影響を防ぐ為に！

１．宮古島市及び市議会は、水道水源原水・水道水で検出されているネオニコチ

ノイド系農薬成分除去の為、水道水源原水での活性炭処理等による高度浄水

除去能力の確認のための県環境科学センターでの実証試験の実施を県に請願

すべきである

２．宮古島市及び市議会は、原水及び水道水での複合汚染を重く受け止め、市民

の安心・安全を獲得するために、県に対し北谷浄水場で行われているPFAS

除去のための高機能活性炭浄化と同等の高度浄水処理設備を袖山・加治道

浄水場に早急に整備する事を請願すべきである。



水俣病を教訓に！ 予防原則に基づく早期対策こそが
「命の水を守り、子供たちの健康を守る」為に必要！

原水・浄水のネオニコチノイド系及びフェニルピラゾール系農薬複合汚染軽減対策

１．農薬成分の地下浸透を防ぐために、供給量・使用量を削減・中止する

国の進める「緑の食料戦略システム」で計画されている総合的害虫・雑草

管理（IPM）を積極的に推進し、2040年までのネオニコチノイド系農薬の使用中止

をまたず、２０３０年度までのネオニコチノイド系及びフェニルピラゾール系

農薬の供給・使用を停止すべきす。

２．袖山、加治道浄水場に高機能粒状活性炭による高度処理浄水機能を追加

子や孫そしてひ孫への健康影響を少しでも少なくするため、袖山、加治道浄水場

に高機能粒状活性炭による高度処理浄水機能を追加し、これらの農薬成分影響を

最小化すべきです。

．
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